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国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
！  

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

１４５号
2022年６月1５日

東
京
地
裁
宛
て

行
政
訴
訟
署
名 

９
４
３
６
筆（
22
年
６
月
15
日
）

く
採
用
の
自
由
」
と
い
う
暴
論
の
虚

構
・
ペ
テ
ン
で
Ｊ
Ｒ
を
免
罪
し
た
の

で
す
。

　
あ
る
意
味
、
国
鉄
１
０
４
７
名
解

雇
撤
回
闘
争
は
、
こ
の
国
鉄
改
革

法
と
の
闘
い
で
し
た
。
動
労
千
葉

と
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
の
10
年
を

超
え
る
闘
い
（
裁
判
）
に
よ
っ
て
、

２
０
１
５
年
の
最
高
裁
決
定
に
よ

り
、
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
か
い
が
策
定
を

指
示
・
決
定
し
た
不
採
用
の
基
準
が

不
当
労
働
行
為
で
あ
る
こ
と
を
法
的

に
確
定
さ
せ
ま
し
た
。

署
名
提
出
行
動
へ

　
裁
判
長
は
「
そ
ろ
そ
ろ
次
の
段
階

を
」
と
結
審
を
画
策
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
組
合
側
弁
護
団
は
新

た
な
主
張
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
、

中
労
委
が
不
採
用
基
準
策
定
の
過
程

な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
認
否
を

ま
っ
た
く
行
っ
て
い
な
い
こ
と
を
追

及
し
ま
し
た
。
７
月
22
日
の
次
回
裁

判
（
15
時
～
５
２
７
法
廷
）
は
、
中

労
委
側
か
ら
の
認
否
・
反
論
を
受
け

て
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
労
委
が
盾
に
し
て
い
る
「
１

年
」
の
壁
を
越
え
れ
ば
、
す
べ
て
の

真
実
は
す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。
闘
い
は「
勝
利
ま
で
あ
と
一
歩
」

で
す
。
裁
判
所
と
中
労
委
を
包
囲
す

る
真
実
と
署
名
が
決
定
的
に
重
要
で

す
。
７
月
22
日
の
次
回
裁
判
で
再
度

の
署
名
提
出
行
動
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
４
月
統
一
行
動
に
引

き
続
き
７
月
９
日
に
再
度
の
全
国
一

斉
署
名
活
動
を
呼
び
か
け
ま
す
。
９

日
前
後
で
構
い
ま
せ
ん
の
で
ぜ
ひ
街

頭
署
名
な
ど
計
画
し
て
く
だ
さ
い
。

署
名
は
７
月
16
日
、
17
日
の
集
会
で

集
約
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。（
事
務
局
）

　
こ
の
こ
と
は
国
鉄
改
革
法
に
お
い

て
は
「
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
会
が
作
っ
た

採
用
基
準
の
一
部
」
と
考
え
る
以
外

に
あ
り
え
ま
せ
ん
。

　
Ｊ
Ｒ
設
立
委
の
不
当
労
働
行
為
が

な
け
れ
ば
、
希
望
者
全
員
が
採
用
候

補
者
名
簿
に
載
っ
て
い
た
。
名
簿
に

載
れ
ば
す
べ
て
の
労
働
者
が
採
用
さ

れ
た
。
排
除
さ
れ
た
組
合
員
も
含
め

て
採
用
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。

　
―
―
な
ら
ば
当
然
に
も
Ｊ
Ｒ
東
日

本
不
採
用
基
準
に
よ
っ
て
名
簿
か
ら

外
さ
れ
た
労
働
者
を
採
用
す
る
義
務

が
あ
る
は
ず
で
す
。
も
ち
ろ
ん
Ｊ
Ｒ

東
日
本
に
は
団
体
交
渉
に
応
じ
る
義

務
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
は
一
貫
し
て
採
用

を
拒
否
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
87
年

４
月
以
降
の
追
加
採
用
の
際
も
、
分

割
・
民
営
化
に
反
対
す
る
組
合
員
の

採
用
を
拒
否
し
続
け
ま
し
た
。
不
当

労
働
行
為
は
今
も
継
続
し
て
い
る
の

で
す
。「
１
年
」
を
口
実
に
切
り
捨

て
ら
れ
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国鉄闘争
全国運動 ７月全国集会へ

再
度
の
７・９
全
国
統
一
署
名
行
動
を

不
当
労
働
行
為
は
継
続
！ 

Ｊ
Ｒ
に
採
用
義
務
あ
り

る
こ
と
に
対
し
、
組
合
側
か
ら
反
論

を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
も
そ
も
国
鉄
と
Ｊ
Ｒ
は
完
全
に

一
体
で
あ
り
、
１
０
４
７
名
の
解
雇

は
Ｊ
Ｒ
に
よ
る
不
当
労
働
行
為
な
の

で
す
。
し
か
し
、
国
鉄
改
革
法
に
よ

　
５
月
25
日
、
国
鉄
１
０
４
７
名
解

雇
撤
回
、
Ｊ
Ｒ
復
帰
、
団
交
開
催
の

行
政
訴
訟
の
第
９
回
裁
判
が
行
わ
れ

ま
し
た
（
写
真
は
東
京
地
裁
前
）。

裁
判
に
先
立
ち
署
名
提
出
行
動
を
行

い
、
２
４
４
１
筆
（
総
計
９
２
５
５

筆
）
の
署
名
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
裁
判
で
は
、
中
央
労
働
委
員
会
が

「
１
９
８
７
年
４
月
の
不
採
用
か
ら

１
年
が
過
ぎ
て
い
る
」
こ
と
の
み
を

盾
に
真
実
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
て
い

　
11
・
６
労
働
者
集
会
に
向
け
た
賛
同
人
・

賛
同
団
体
会
議
が
６
月
４
日
、
都
内
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
11
月
集
会
は
、
関
西
生

コ
ン
支
部
・
港
合
同
・
動
労
千
葉
の
３
労
組

の
呼
び
か
け
に
よ
る
25
回
目
の
集
会
と
な
る

こ
と
か
ら
３
労
組
共
同
ア
ピ
ー
ル
を
発
し
、

例
年
よ
り
も
早
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　
司
会
を
務
め
た
動
労
千
葉
の
田
中
康
宏
顧

問
は
３
労
組
共
同
ア
ピ
ー
ル
の
要
点
と
し

て
、
①
関
西
生
コ
ン
支
部
弾
圧
―
「
労
組
な

き
社
会
化
」
攻
撃
粉
砕
、
②
新
自
由
主
義
と

の
闘
い
、
③
戦
争
反
対
、
④
国
際
連
帯
―
―

の
４
点
を
課
題
と
し
て
提
起
。
11
・
６
集
会

の
組
織
化
の
行
動
計
画
を
つ
く
ろ
う
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

る
「
名
簿
を
作
る
の
は

国
鉄
。
Ｊ
Ｒ
は
そ
れ
に

基
づ
き
採
用
し
た
だ
け

だ
か
ら
Ｊ
Ｒ
に
責
任
は

な
い
」「
解
雇
で
は
な

　
関
生
支
部
の
武
谷
新
吾
書
記
次
長
は
、

５
月
28
日
の
関
生
総
決
起
集
会
の
成
功
を

報
告
し
、
現
場
の
闘
い
を
積
み
上
げ
て

11
・
６
集
会
に
結
集
す
る
と
語
り
ま
し
た
。

　
港
合
同
の
木
下
浩
平
執
行
委
員
は
、
３

労
組
の
呼
び
か
け
で
11
月
集
会
が
始
ま
っ

た
１
９
９
８
年
当
時
、
港
合
同
は
数
多
く

の
倒
産
争
議
を
闘
っ
て
い
た
と
振
り
返

り
、３
労
組
共
闘
の
意
義
を
訴
え
ま
し
た
。

　
動
労
千
葉
の
関
道
利
委
員
長
は
、Ｊ
Ｒ
・

国
交
省
の
廃
線
化
攻
撃
を
弾
劾
し
、
全
産

業
で
同
様
の
攻
撃
が
始
ま
っ
て
い
る
と
指

摘
し
、
新
自
由
主
義
を
終
わ
ら
せ
る
労
働

運
動
の
形
成
を
提
起
し
ま
し
た
。

　
討
論
で
は
、
数
十
人
で
組
合
を
結
成
し

て
か
ら
組
合
員
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
向

き
合
い
数
百
人
に
ま
で
仲
間
を
増
や
し
た

労
組
や
、
地
域
で
地
区
労
的
な
活
動
を
継

続
し
、
春
闘
行
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
地

域
共
闘
団
体
、
地
域
で
の
反
戦
行
動
な
ど

の
つ
な
が
り
か
ら
初
め
て
団
体
賛
同
と

な
っ
た
経
験
、
韓
国
の
旭
非
正
規
職
支
会

支
援
闘
争
を
き
っ
か
け
に
地
域
の
労
組
と

新
た
な
結
び
つ
き
が
始
ま
っ
た
報
告
な

ど
、
新
た
な
闘
い
の
芽
が
吹
き
出
し
て
い

る
こ
と
を
実
感
さ
せ
た
。

　
改
憲
・
戦
争
阻
止
！
大
行
進
呼
び
か
け

人
の
高
山
俊
吉
弁
護
士
、
国
鉄
１
０
４
７

名
闘
争
行
訴
を
訴
え
た
葉
山
岳
夫
弁
護
士

な
ど
、多
く
の
人
か
ら
発
言
が
相
次
い
だ
。

　

７
・
16
討
論
集
会

　
　

７
月
16
日
（
土
）
13
時
30
分

　
　

千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
国
鉄
闘
争

全
国
運
動 

７・
17
全
国
集
会

　
　

７
月
17
日
（
日
）
13
時
30
分

　
　

千
葉
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

労働運動再生へ力を結集しよう
１１･６労働者集会賛同人･団体会議

７・１６討論集会（千葉市文化
センター ）―７・１７全国集会（千葉市民会館）

国鉄１０４７名解雇撤回
５・２５第９回行政訴訟

署名２４４１筆提出
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　「
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
『
一
挙
廃
線
』

が
間
近
に
」「
ロ
ー
カ
ル
線『
大
虐
殺
』

の
流
れ
」（『
選
択
』
５
月
号
）

　「
北
海
道
、
四
国
の
２
社
に
と
っ

て
、
地
方
路
線
の
赤
字
は
現
状
の
経

営
体
制
下
で
は
解
消
不
能
で
あ
り
、

35
年
前
の
分
割
時
に
遡
っ
た
議
論
が

不
可
避
の
問
題
」（
５
・
23
『
日
経

新
聞
』）。

＊

　
国
土
交
通
省
に
「
鉄
道
事
業
者
と

地
域
の
協
働
に
よ
る
地
域
モ
ビ
リ

テ
ィ
ー
の
刷
新
に
関
す
る
検
討
会
」

が
設
置
さ
れ
、
日
本
の
鉄
道
に
と
っ

て
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
以
来
の
大

転
換
と
な
る
で
あ
ろ
う
重
大
な
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
第
１
回
検
討
会
が
開
か
れ
た
の
は

２
月
14
日
。
検
討
と
言
っ
て
も
あ
ら

か
じ
め
結
論
あ
り
き
で
来
年
度
予
算

の
概
算
要
求
に
間
に
合
せ
る
た
め
に

６
月
28
日
に
取
り
ま
と
め
案
が
議
論

さ
れ
、
７
月
に
は
「
結
論
」
が
出
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
労
組
攻
撃
・

融
合
化
な
ど
職
場
の
攻
撃
と
合
わ
せ

た
、
ま
さ
し
く
第
２
臨
調
―
国
鉄
改

革
型
の
攻
撃
だ
。

ル
を
作
っ
て
法
制
化
し
、
半
ば
強
制

的
に
大
リ
ス
ト
ラ
・
廃
線
化
す
る
と

い
う
も
の
だ
。

　
国
交
省
は
「
Ｊ
Ｒ
旅
客
６
社
が
運

行
す
る
線
区
の
57
％
が
廃
線
化
の
基

準
（
輸
送
密
度
が
４
千
人
未
満
）
を

下
回
っ
て
い
る
」と
危
機
を
あ
お
り
、

実
際
は
２
千
人
未
満
の
線
区
を
廃
線

化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も

全
線
区
の
実
に
39
％
に
及
ぶ
。
ま
さ

に
「
ロ
ー
カ
ル
線
大
虐
殺
」
計
画
だ
。

　
国
交
省
が
検
討
を
始
め
た
途
端
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
四
国
、
九
州
に
続
き

Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
「
バ
ス
転
換
を
含
め

て
見
直
し
を
進
め
る
線
区
」17
路
線
・

30
区
間
の
収
支
を
公
表
し
た
。
西
日

本
が
運
行
す
る
線
区
の
28
％
に
あ
た

る
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
も
廃
止
対
象
線
区

を
発
表
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ

れ
は
26
路
線
・
51
区
間
、
全
体
の

35
％
に
及
ぶ
。

　
鉄
道
の
歴
史
が
始
ま
っ
て
以
来
の

大
攻
撃
と
の
対
決
を
！

ス
テ
ム
の
誤
作
動
が
直
接
の
事
故
原

因
だ
っ
た
の
だ
が
、
報
道
に
よ
る
と

制
御
ソ
フ
ト
は
、
時
給
９
㌦
（
約

１
０
０
０
円
）
程
度
で
働
く
イ
ン
ド

の
新
卒
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
外
注
化
さ

れ
て
い
た
。

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
に
ボ
ー
イ

ン
グ
社
が
自
社
株
買
い
を
再
開
し
た

の
は
２
０
１
３
年
。
２
度
目
の
事
故

が
起
き
る
ま
で
に
約
７
兆
円
を
株

主
に
還
元
し
て
い
た
。
う
ち
７
割

が
自
社
株
買
い
の
資
金
で
あ
っ
た
。

２
０
１
３
年
の
75
㌦
か
ら
事
故
直
前

に
は
４
４
０
㌦
ま
で
ボ
ー
イ
ン
グ
社

の
株
価
が
高
騰
し
て
い
た
。
米
企
業

の
自
社
株
買
い
は
強
烈
だ
。
借
金
し

て
自
社
株
を
買
い
戻
し
、
ス
タ
ー

バ
ッ
ク
ス
や
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
債
務

超
過
に
陥
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　
他
方
、
航
空
機
を
白
紙
か
ら
開
発

す
る
に
は
約
百
億
㌦
（
１
兆
２
千
億

円
）
の
資
金
が
必
要
と
な
る
。
確
か

に
巨
額
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
株

主
に
還
元
し
た
額
の
数
分
の
１
で
あ

る
。

　
２
度
の
事
故
で
７
３
７
Ｍ
Ａ
Ｘ
の

運
行
は
停
止
と
な
り
、
生
産
停
止
や

航
空
会
社
へ
の
補
償
な
ど
の
費
用
と

し
て
２
０
０
億
㌦
以
上
の
負
担
と
な

り
、
ボ
ー
イ
ン
グ
社
は
赤
字
に
転
落

し
た
。
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
危
機
で
航
空

需
要
が
な
く
な
り
、
株
価
は
事
故
前

か
ら
半
減
し
、
時
価
総
額
で
約
15
兆

円
が
消
え
た
。
ボ
ー
イ
ン
グ
社
は
窮

地
に
陥
っ
た
。

　
し
か
し
、
引
責
辞
任
し
た
ミ
ュ

イ
レ
ン
バ
ー
グ
前
最
高
経
営
責
任

者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は
退
職
金
と
し
て
約

66
億
円
を
手
に
し
、
刑
事
責
任
も
問

わ
れ
て
い
な
い
。

　
時
価
総
額
が
40
倍
に

　
ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
〝
企
業
文
化
〟

を
根
底
か
ら
変
え
た
と
言
わ
れ
る
の

が
ジ
ャ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ル
チ
だ
。
エ
ジ

ソ
ン
を
創
設
者
と
す
る
世
界
最
大
の

総
合
電
機
メ
ー
カ
ー
・
ゼ
ネ
ラ
ル
エ

レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
（
Ｇ
Ｅ
）
の
ト
ッ

プ
を
20
年
務
め
た
人
物
。

　「
選
択
と
集
中
」
で
世
界
１
・
２
位

の
事
業
だ
け
を
強
化
し
、
残
り
を
切

り
捨
て
る
手
法
で
Ｇ
Ｅ
社
の
時
価
総

額
を
40
倍
に
膨
ら
ま
せ
た
。
こ
の

ウ
ェ
ル
チ
の
門
下
生
が
ボ
ー
イ
ン
グ

社
の
経
営
陣
に
座
っ
た
の
だ
。

　
固
定
費
を
徹
底
的
に
減
ら
す
。
工

場
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
不
動
産
を
持

た
ず
、
労
働
者
を
減
ら
す
。
研
究
開

発
も
抑
え
、
必
要
な
技
術
は
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
を
買
収
。
教
育
や
訓
練

な
ど
の
投
資
も
削
る
。

　
そ
し
て
ひ
ね
り
出
し
た
利
益
は
自

社
株
買
い
や
配
当
で
株
主
に
還
元
。

経
営
陣
の
巨
額
報
酬
も
支
持
さ
れ

る
。
行
政
の
監
督
機
関
も
金
と
政
治

力
で
支
配
し
、
開
発
費
用
を
削
っ
て

危
険
な
飛
行
機
を
飛
ば
し
て
２
度
の

墜
落
事
故
で
数
百
人
の
命
を
奪
い
な

が
ら
、
会
社
の
お
金
を
株
主
還
元
に

回
し
た
の
だ
。

　
事
故
後
の
救
済
措
置
に
つ
い
て
も

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
直
談
判
し
、
政

府
は
２
兆
円
を
超
え
る
救
済
資
金
を

用
意
し
た
。
明
ら
か
に
ボ
ー
イ
ン
グ

社
の
経
営
陣
は
、
安
全
や
顧
客
の
利

益
よ
り
自
分
の
利
益
や
株
価
を
優
先

さ
せ
て
い
る
。

　
米
議
会
の
報
告
書
は
、
事
故
は
、

１
つ
の
失
敗
や
技
術
的
な
過
ち
、

誤
っ
た
管
理
で
起
き
た
の
で
は
な
く

「
ボ
ー
イ
ン
グ
社
と
Ｆ
Ａ
Ａ
が
過
ち

を
恐
ろ
し
い
ほ
ど
積
み
上
げ
た
結
果

だ
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

＊

　
Ｊ
Ｒ
各
社
も
同
様
に
「
選
択
と
集

中
」
を
徹
底
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
配

当
と
自
社
株
買
い
で
多
い
年
に
は
年

額
１
千
億
円
を
株
主
の
た
め
に
費
や

す
一
方
で
、
外
注
化
と
労
働
者
の
削

減
、
廃
線
化
で
コ
ス
ト
削
減
を
野
放

図
に
進
め
て
き
た
。

　
そ
の
行
き
つ
く
先
は「
鉄
道
崩
壊
」

だ
。
親
自
由
主
義
の
破
綻
は
、医
療
・

教
育
・
郵
政
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
大

崩
壊
、
社
会
全
体
の
大
崩
壊
を
も
た

ら
す
。
対
決
が
必
要
だ
。

え
た
。
こ
の
経
営
陣
の
判
断
で
誕
生

し
た
の
が
７
３
７
Ｍ
Ａ
Ｘ
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
急
ご
し
ら
え
の
機
体
は

構
造
上
の
重
大
な
欠
陥
を
抱
え
て
い

た
。
従
来
機
よ
り
大
型
の
エ
ン
ジ
ン

を
載
せ
る
に
は
翼
の
高
さ
が
足
り

ず
、
エ
ン
ジ
ン
の
位
置
を
前
方
に
ず

ら
し
た
の
だ
。
こ
の
た
め
機
体
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
。
こ
の
た
め
加
速

時
に
機
首
が
上
が
り
失
速
の
可
能
性

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
機
首
を
自
動
的

に
引
き
下
げ
る
制
御
シ
ス
テ
ム
を
組

み
込
ん
だ
。
だ
が
、
こ
の
制
御
シ
ス

テ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
不
具
合
が

あ
っ
た
の
だ
。

　
杜
撰
な
開
発
の
裏
で
何
が
行
わ
れ

て
い
た
の
か
。
開
発
費
用
を
極
限
的

に
削
減
す
る
た
め
に
新
型
機
を
一
か

ら
設
計
す
る
こ
と
を
放
棄
し
た
。
従

前
の
機
体
に
新
型
エ
ン
ジ
ン
を
載
せ

る
と
機
体
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
制
御
ソ
フ
ト
の
改
造
で

済
ま
せ
た
の
だ
。

　
ボ
ー
イ
ン
グ
社
内
で
は
、
事
故
前

か
ら
制
御
シ
ス
テ
ム
の
誤
作
動
を
認

識
し
て
い
た
。
し
か
し
技
術
者
は
恫

喝
さ
れ
て
沈
黙
し
た
。
テ
ス
ト
パ
イ

ロ
ッ
ト
は
「
自
分
な
ら
家
族
を
こ
の

飛
行
機
に
は
載
せ
な
い
」
の
メ
ッ

新
型
機 

相
次
ぎ
墜
落

　
世
界
最
大
の
航
空
機
メ
ー
カ
ー

で
あ
る
ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
新
鋭
機

７
３
７
Ｍ
Ａ
Ｘ
が
２
０
１
８
年
10
月

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
、
19
年
３
月
に

は
エ
チ
オ
ピ
ア
で
わ
ず
か
５
か
月
の

間
に
立
て
続
け
に
墜
落
事
故
を
起
こ

し
、
計
３
４
６
人
が
死
亡
し
た
。

　
米
連
邦
航
空
局
（
Ｆ
Ａ
Ａ
）
は
最

初
の
事
故
後
、「
２
、３
年
ご
と
に
墜

落
し
、
最
大
15
件
の
事
故
が
起
き
、

２
９
０
０
人
が
死
亡
す
る
恐
れ
が
あ

る
」
と
試
算
し
て
い
た
。

＊

　
航
空
業
界
は
再
編
が
著
し
く
、
現

在
、
米
国
の
ボ
ー
イ
ン
グ
社
と
欧
州

の
エ
ア
バ
ス
社
が
世
界
市
場
を
激
し

く
争
っ
て
い
る
。

　
エ
ア
バ
ス
新
型
機
が
燃
費
を
15
％

減
ら
し
、
格
安
航
空
会
社
な
ど
の
注

文
が
殺
到
し
、
ボ
ー
イ
ン
グ
社
は
大

き
く
差
を
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

　
巻
き
返
し
を
図
る
ボ
ー
イ
ン
グ
社

は
、
新
型
機
を
白
紙
か
ら
開
発
し
た

の
で
は
時
間
も
費
用
が
か
か
る
と
し

て
、
既
存
の
航
空
機
を
改
良
し
、
エ

ア
バ
ス
機
と
同
じ
エ
ン
ジ
ン
を
積
め

ば
手
っ
取
り
早
く
対
抗
で
き
る
と
考

　
そ
の
頃
、
ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
財
務

戦
略
は
自
社
株
買
い
に
傾
注
し
て
い

た
。
市
場
に
流
通
す
る
自
社
の
株
式

を
買
い
戻
し
、「
１
株
当
た
り
の
利

益
」
を
増
や
す
株
主
還
元
の
手
法
の

１
つ
だ
。
米
国
で
も
か
つ
て
は
自
社

株
買
い
は
禁
止
だ
っ
た
が
レ
ー
ガ
ン

政
権
の
時
に
解
禁
さ
れ
た
。
現
在
の

米
社
会
で
は
、
株
式
配
当
を
し
の
ぐ

株
主
還
元
の
柱
と
な
っ
て
い
る
。

訓
練
の
必
要

な
し
と
宣
伝

　
ま
っ
た
く
の
新
型
機

の
場
合
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

は
新
た
な
訓
練
が
必

要
と
な
る
。
し
か
し

７
３
７
シ
リ
ー
ズ
の
改

良
版
な
の
で
追
加
訓
練

の
必
要
が
な
い
と
宣
伝

し
た
の
だ
。
訓
練
は
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
動
画
を
観

る
だ
け
と
説
明
さ
れ

た
。
こ
の
こ
と
も
あ
っ

て
７
３
７
Ｍ
Ａ
Ｘ
は
順

調
に
セ
ー
ル
ス
を
伸
ば

し
史
上
最
速
の
売
れ
行

き
と
な
っ
た
。

　
２
機
目
が
墜
落
し
た

19
年
段
階
で
Ｍ
Ａ
Ｘ
は

す
で
に
３
７
０
機
が

納
入
さ
れ
、
さ
ら
に

４
６
０
０
機
の
受
注
を

抱
え
て
い
た
。
ボ
ー
イ

ン
グ
社
の
商
用
機
受
注

の
８
割
だ
。

ボ
ー
イ

ン
グ
社 

〝
選
択
と
集
中
〟立
て
続
け
に
墜
落
事
故

外注化・隠蔽・株主配当・自社株買い…

　
５
月
28
日
、
大
阪
市
・
エ
ル
お
お
さ
か
で
「
な
め
た
ら
ア
カ
ン

で
！
労
働
運
動
！
関
生
総
決
起
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
第
１
・
第

２
会
場
を
埋
め
尽
く
す
４
５
０
人
以
上
の
大
結
集
と
な
っ
た
。
動

労
千
葉
な
ど
全
国
の
闘
う
仲
間
も
結
集
し
た
。

　
今
回
の
集
会
は
、
２
０
１
８
年
に
弾
圧
が
始
ま
っ
て
以
来
、
初

め
て
関
西
生
コ
ン
労
組
主
催
で
開
催
さ
れ
た
集
会
。
冒
頭
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
湯
川
委
員
長
は
「
働
く
者
に
と
っ
て
、
雇
用
を
奪
わ

れ
、
働
く
場
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
存
在
を
否
定
さ
れ
る
こ
と
。
組

合
を
つ
ぶ
す
と
は
組
合
員
を
殺
す
と
い
う
こ
と
。
私
た
ち
は
ど
ん

な
状
況
に
な
っ
て
も
徹
底
的
に
闘
っ
て
い
く
」
と
訴
え
た
。

　
圧
巻
は
、
十
を
超
え
る
分
会
か
ら
の
現
場
組
合
員
の
発
言
。
刑

事
弾
圧
・
民
事
裁
判
・
労
働
委
員
会
闘
争
に
加
え
、
現
場
で
は
解

雇
や
職
場
閉
鎖
と
の
闘
い
が
継
続
し
て
い
り
。
熱
い
決
意
の
表
明

に
参
加
者
は
共
に
闘
い
抜
く
決
意
を
固
め
直
し
た
。

　
集
会
後
は
、
関
生
支
部
の
旗
を
先
頭
に
大
阪
府
警
本
部
に
対
す

る
抗
議
デ
モ
。「
労
組
弾
圧
に
対
し
て
声
を
上
げ
よ
う
」
の
訴
え

に
周
辺
か
ら
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。

５
・28
関
生
総
決
起
集
会

現
場
組
合
員
が
力
強
い
決
意
語
る

セ
ー
ジ
を
残
し
て
い
た
こ
と
が
発

覚
し
た
（
卑
劣
に
も
会
社
は
パ
イ

ロ
ッ
ト
に
責
任
転
嫁
す
る
た
め
に

こ
の
メ
ー
ル
を
公
開
し
た
）。
Ｆ

Ａ
Ａ
も
ボ
ー
イ
ン
グ
社
に
支
配
さ

れ
て
お
り
、
素
通
り
だ
っ
た
。

　
ボ
ー
イ
ン
グ
社
は
、
コ
ス
ト
削

減
一
本
槍
で
、
安
全
を
め
ぐ
る
責

任
や
コ
ス
ト
は
す
べ
て
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
（
部
品
の
供
給
者
）
に
押
し

付
け
た
。

　
２
度
の
事
故
の
直
接
の
原
因

は
、
機
体
の
姿
勢
を
制
御
す
る
シ

　
そ
の
「
結

論
」
と
は
、

地
方
ロ
ー
カ

ル
線
の
存
廃

を
話
し
合
う

Ｊ
Ｒ
（
鉄
道

会
社
）
と
自

治
体
の
協
議

会
を
、
国
が

介
入
し
て
設

置
す
る
ル
ー

鉄
道
始
ま
っ
て
以
来
の
廃
線
化

国
交
省
検
討
会
が
７
月
に
報
告 

第
２
臨
調
型
の
攻
撃


